
第１３回 広報公聴委員会 会議録 

開 催 日 平成 24年 2月 3日（金） 

会議時間 午前 10時 01分 ～ 午後 3時 09分 

開催場所 佐倉市議会 議会棟１階 第１委員会室 

出席委員等 

[委員長] 冨塚 忠雄  [副委員長] 柏木 惠子 

[委 員] 和田 恵子， 爲田 浩， 岩井 功， 橋岡 協美， 

久野 妙子， 井原 慶一， 五十嵐 智美， 清宮 誠 

欠席委員等  な し 

委員外委員  な し 

説明のため出席した者の職氏名  な し 

議会事務局 
[局 長] 福山 聡昭 ［次 長］ 関口 直行 

[書 記] 向後 昌弘， 齊藤 雅一， 矢島 隆成， 嶌田 健志 

協議事項 
(1) 議会報告会等の実施方法について 

(2) その他 

 
 
【決定事項及び承認事項】 

(1) 第 1回議会報告会・意見交換会の報告書について 
□ 報告書は、議長に報告し、確認を取ったうえで、公表する。 
□ 報告書は、市政資料室及び市内の図書館に配架するほか、議会事務局ホームページに掲載す
る。また、300 部ほど印刷しておき、今後必要となった際に配布できるよう議会事務局にて保
管しておく。 
□ 報告書とともに、会議の詳細な記録（ほぼ全文筆記したもの）を、市政資料室に配架すると
ともに、議会事務局ホームページに掲載する。 

(2) 今後の議会報告会等の実施方法について 
□ 議会報告会等の実施要綱には、年に 1回以上開催すると記載する。 
□ 実施要綱については、正副委員長で再度検討し、次回会議時にたたき台が提示できるよう努
める。そのたたき台をもとに協議し、委員会としてまとまった段階で、各会派に持ち帰って協

議していただく。 
(3) 今後の議会だよりについて 
□ 5 ページの会派等の意見欄については、文字数やレイアウトなど再度検討すべきと思われる
ことから、次回の会議において協議する。 

 

 

【主な意見・報告等】 

(1) 第 1回議会報告会・意見交換会の報告書について 
□ 参加者からの質問等の欄にある、今回質問等が出なかった分野については削ってもよいので
はないか。あえて記載していると、議会側がその分野の質問等を求めているかのようにとられ

ないか。 
→ 今回出された質問等が、分野によって偏りが見られることから、今後のためにもむしろあ
った方がよいのではないか。 

□ 市民から行政への意見について、議会が媒体となって、市民意見をそのまま行政に働きかけ
るというのはいかがなものか。 



□ 報告書にある写真について、一般の方は識別ができない程度の大きさにするべき。 
□ 先日、議会運営委員会で視察した福岡県春日市の議会報告会報告書は、質疑や意見等は掲載
せず、アンケートの結果のみ掲載している。また、報告会当日の配布資料は、議会の役割、し

くみ、仕事、運営のほか、よく使う議会の用語などを掲載したものであった。 
(2) 今後の議会報告会等の実施方法について 
□ 今後の報告会等のあり方について、1回目を参考に、議会としてどのように運営していくか、
方向性を決定していきたい。それによって回数やテーマも決定する。 
□ 報告会に臨むに当たっても、議員間の自由討議の場が必要となる。 
□ 委員長など議員側の報告は、要旨など概要説明は短くし、議論の過程をより詳しく述べるべ
き。報告概要を資料として文書で配布したほうがスムーズかもしれない。 
□ 市民の方はもっと意見を言いたい人が多い。意見を吸い上げる場にし、聞くことに重きを置
く方がよいのではないか。 
□ 行政でないと答えられないような質問も多い。 
□ 行政側がすべきことは行政がやる。そうではなく議会としてどう思うのか、どうしていくの
かについて、議論していかなくてはならない。 
□ 意見交換会は、テーマを限定して開催するというのも一つの方法である。その方がやりやす
いのではないか。 
□ テーマを限定してといっても、市民はそれぞれ意見も違うし、どうしても言いたい人は関係
なく発言する。それにテーマを限定すると参加者が減少する可能性がある。また、議会側とし

てテーマを何にするか決定するのにも時間を要してしまう。 
□ 執行部が開催した当初予算編成公開説明会の際のワーキンググループのように、テーマごと
に分かれて意見交換するのもよいのではないか。 
□ 市民の方の意見を聞いていると、それぞれ思いがあって発言してくれるのだが、緊張もある
のか、要するに何が言いたい、何を質問しているのかよくわからない時がある。可能であれば、

事前に質問内容を文書にして提出していただいた方が、整理しやすいのかもしれない。 
□ 配布資料を充実させてほしいとの声があった。次回時の参考とすべき。 
□ 年に 2回や 4回の開催、複数の会場での開催を望む声もあった。 
□ 次回は、前回とは担当を入れ替え、各委員が会議の事務や作業の全体をより理解するよう努
めるべき。 

 
 
【次回以降の開催について】 

□第 14回：平成 24年 3月 1日（木）本会議終了後、議会棟第 1委員会室にて 
「議会だより（2月定例会号）について」 
□第 15回：平成 24年 3月 21日（金）午前 10時から、議会棟第 1委員会室にて 
「次回以降の議会報告会の実施方法、実施要綱の検討等について」 

 
 
以上のとおり会議要録を作成し、ここに署名する。 

委員長 冨塚 忠雄 


